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ウェールズ語の重音節化現象について

三　宅　正　隆

１　は　じ　め　に

　音の長短は，強勢や音調と同じように個々の音の固有の特性というより他の要素との相対的な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
関係においてとらえられるべき特性である 。ＳＰＥをはじめとする標準モデルでは，強勢や分節

素の長短は他の［ｖｏ１ｃｅ１や［ｈ１ｇｈ１なと分節素固有の特徴と同じように，［１ｏｎｇｌという素性によっ て

分節素を構成する素性の一つとしてとらえられていた。一方，非線的理論であるオートセクメン

タル理論が提案されて以来，音の長さは分節素の素性から独立して音韻的時問（タイミング）を

表す単位としてのスロソ トで表示されるようになっ た。 この表示方法では母音，子音の量的な長

さの違いは次のように示される 。

　（１）ａ　母音
　　　　　　　　　　　長音　　　　　　短音

　　　　　　　単母音　　　二重母音
　　　　　　　Ｘ　Ｘ　　　　Ｘ　Ｘ　　　Ｘ

　　　　　　　　Ｖ　　 ｌ　ｌ 　ｌ
　　　　　　　　 ａ　　　　　　 ａ　　ｉ　　　 ａ

　　　ｂ ．子音
　　　　　　　　　　　長音　　　　　　短音

　　　　　　　単子音　　　重子音
　　　　　　　Ｘ　Ｘ　　　　Ｘ　Ｘ　　　Ｘ
　　　　　　　　〉　　 ｌ　ｌ 　ｌ
　　　　　　　　ｍ　　　　　　ｍ　　ｂ　　　ｍ

　長短にかかわる現象として最も顕著なものはいわゆる代償長音化（。。ｍｐｅｎ。。ｔｏ．ｙ１．ｎｇｔｈ．ｎｍｇ）

現象で，これは長さの単位が他の音素素性と独立して考えられるべきであるとする有力な根拠と

考えられ，（１）のような表示の妥当性を支持する有力な例の一つである 。これ以外の長短にかか

わる現象としては強勢にともなう長音化や，音節構造の種類にかかわる開音節長音化や音節構造

の種類にかかわる開音節長音化，さらには有声／無声という音素の特定の素性を条件としたもの

等が伝統的に認められている 。これらは別の見方からすれば，対立に関わる音素的なものと非対

立的な異音的なものとしてもとらえることができる一方で ，語彙的（１．Ｘ１。。１）なものと後語彙的

（ｐｏ．ｔ１．ｘｉ。。１）なものとの違いとしてもとらえることができるものである 。

　英語では長短は母音の質的な違いにともなう余剰的な特徴として考えられるが，環境による違

いもある 。この典型的な例は有声子音と毎声子音の前に起こる母音の長短の違いである。このよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６９７）
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うな環境による違いはもちろん異音的な違いであるが，音素設定上の問題点としてしばしぱ指摘

されてきたように，母音の長音化が音声学的条件による現象でありながら中和現象なとにともな

って，結果的には「示差的」な機能をになうような場合もある。英語での典型的な例としては ，

特にアメリカ英語に多く見られる有声子音に先行する母音の長音化現象に関わるものがある 。例

えは／ｂ配ｔ／ ‘ｂａｔ ’， ／ｂおｄ１ ‘ｂａｄ’や／ｒ色ｙｔｒ／‘ｗｒ１ｔｅｒ
’， ／ｒ色ｙｄｒ／ ‘ｎｄｅｒ’なとの語では，長音化に続いて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
後続の子音の缶声化や弾音化が起こると各ペアーの相違が母音の相違だけになっ てしまう 。

　（２）　　ａ ．　　　　　　／ｂａ；ｔ／　　　　　　　　／ｂａ３ｄ／

　　　　　　　　一　　　　　　お：　　長音化規則

　　　　　　　　一　　　　　　　ｔ　　無声化規則

　　　　［ｂ肥ｔｌ

ｂ．　　　　　／ｒａｙｔｒ／

　　　　　Ｄ

［ｂ捌ｔ１

／・・ｙｄ・／

ａ：　　　長音化規則

Ｄ　　　弾音化規則

　　　　　　　［ｒ色ｙＤｒ１　　　　［ｒ色：ｙＤ ｒ］

　ウェールズ語においても母音の長短は示差的な機能をはたすものと ，環境によっ て予測可能な
　　　　　３）
ものとがある。　般には母音の長短は音素上の違いとして考えられているが，以下でみるように ，

対立的に現れる長母音の環境は非常に限られるので，基底では短母音のみを認める分析が妥当で

ある 。以下この小論ではウェールズ語の長音化現象は基本的には強勢付与に伴う重音節化現象で ，

この自然な説明のためには音節の概念を用いてオートセグメンタルな分析法をとる必要のあるこ

とを示したい 。

２　ウェールズ語の音素

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
　ウェールス語の発音は概ねつづり字と一致し，次のような音素からなる 。

　（３）子音 ：ｐ ，ｔ ，ｋ ，ｂ ，ｄ
，ｇ

，ｆ ，ｅ ，ｓ
，一 ，丁 ，Ｘ ，ｈ

，ｖ ，６
，ｍ ，ｎ ，Ｄ

，１
，ｒ

　　　短母音 １， ｏ， £， ｏ， ａ， ９

　　　長母音 １： ，ｕ： ，ｅ：， Ｏ： ，ａ：

　　　二重母音 ｅｙ ，ａｙ ，Ｏｙ ，のｙ ，ｌＷ ，８Ｗ，ａＷ，ＯＷ ，９Ｗ

　これは主に南部で使われる方…；に見られるもので，北部方言ではこれに中舌母音／〃が加わ

る。 ウェールス語では南北の地方差によっ て音素だけでなく音韻現象についても若干の違いがみ

られる 。この方…１の違いについては随時言及することにする 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
　（３）にあげたように母音は長短の区別の他に質的な違いがみられる。音の長さと音質（張り性）

とは互いに余剰的な特徴であるとも考えられることから ，　般には量的な区別のみ［：１の記号を

用いて示されることが多いが，質的な違いのみを示す学者もいる 。

　ただしウェールズ語では環境によっ てはこの２系列の母音が異音として現れたり ，また自由変

異となることもある 。相補分布をなす典型的な環境は，語尾から２番目の音節で中舌母音が語末

の母音の高さによっ て張り母音となっ たり緩み母音となっ たりする場合である 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６９８）
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　（４）　　ａ．　　 ｔ台：ｂｉｇ　　　　　　　　‘ａ１１ｋｅ’　　　　　　　ｇ６：ｖｉｎ　　　　　　　 ‘ｔｏ　ａｓ ｋ’

　　　　　　ｍ６：６ｕ１　　　　　 ‘ｔｏ　ｔｈｍｋ’　　　９６：１ｕｇ　　　　　 ‘ａｐＰｅａｒａｎｃｅ
’

　　　ｂ ．　色：
ｄ．

ｅ　　　　　　 ‘ｔｈｒｅｄ’　　　　６：９ｅｄ　　　　　 ‘ｈ
ａｒｒｏｗ

’

　　　　　　 ｓ三：ｂｏｎ　　　　　 ‘ｓｏａｐ’　　　　　ｋ６ ：１ａ　　　　　 ‘ｂａｒ１ｅｙ　ａｗｎ ’

　（４ａ）の例は最終音節の母音が高母音であれはｐｅｎｕ１ｔｍａｔｅの［一 ｈ．ｇｈ ，一１ｏｗ］の素性指定を持つ

母音は長母音でも音質は緩み母音であるが，一方（５ｂ）の例では最終音節の母音が，中，低母

音の場合で，これは短母音ながら張り母音で，結局これらは相補分布をなすことがわかる 。

　ウェールス語の二重母音は［ｅｙｌ［ＯＷｌの場合のみ核に張り母音が現れ，その他の場合は緩み母

音が音節核の位置を占める 。ウェールス語の渡り母音［ｙＨｗ１はつづりではそれぞれ １１ｕ／ｙとｗ

があてられるが，これらは渡り音と同時にそれぞれ高母音［１Ｈ１・１と［のＨｕ・１もあらわすので ，つ

づり字からだけでは母音と半母音は区別がつかない。伝統的には半母音は音節の核母音に先行す

る場合 ｎｓｍｇ　ｄ１ｐｈｔｈｏｎｇまたは ｏｎｇ１１ｄｅ と呼はれる一方で，核母音の後に続く場合にはｆａｌｌｍｇ

ｇ１ｉｄｅまたは ｏｆｆｇ１ｉｄｅと呼ばれて区別され，素性でも［ｓｙ１１ａｂｉｃ］（例えばＳＰＥなど）や［ｖｏｃａ１ｉｃ１

（Ｊ・ｋｏｂ
・ｏｎ

，・ｔ・１．１９５２）なとによっ て母音と区別されてきたが，ウェールス語の場合母音か半母音

かの区別は音素的なものというより音節内でとの位置を占めるかという構造的な違いであると考

えられる 。例えは６閉〃‘ｓｐｅｃ
ｋ１ｅｄ’

加〃 ‘ｓｍ
’，

ゐｏ４‘ｄｒｍｋ
’，

ｇ吻伽
‘ｍａｎｓｅｒｖａｎｔ’は，それぞれお

およそ次のような音節構造を持つと考えられるが，場合によっ ては複数の構造があてはまり ，そ

の結果母音にも子音にも解釈できる 。

　（５）　
ａ．　　　　　　　Ｎ”　　　　　　ｂ ．　　　　　Ｎ

”

ｂｒａｉＯ　　　　ｄｉ　ｏ　ｄ
　ｈａｕ１　　　ｇｕａ

　６

　（・）は音節核が［ａｙｌ［ａｗ１で ｏ丑ｇｌ１ｄｅ，（ｂ）では［ｙ１［ｗ１は音節頭子音で ｏｎｇ１１ｄｅ になる 。ただし

ｇ伽５ やあｏ３は２音節語（［ｇ。。ｓ］，［ｄ．ｏｄｌ）としても ，単音節等語（［ｇｗ。。］，［ｄｖ．ｄ］）としても ，とち

らの発音も可能で，同じようにゐ舳４ ‘ｄｙａｄ’なとでは半母音は２重母音の渡りと頭子音ともと

れる（［ｄ。： ．ｙ．ｄ］ｖ。．［ｄ．ｙ ．。ｄ］）。 この違いは直接音節構造に関わるわけで，次にみるように強勢規則

や長母音化規則との関連でも重要である。ちなみにんＷ〃 ‘ｄｕｃｋｓ’のような語も次のような複

数の音節構造を設定することが可能である 。

　（６）

Ｎ”

ｈ　ｕ　　ｉ

Ｎ”

Ｎ’

＼
ａ　　ｄ

Ｎ”

ｈ　 ｕ　ｉ

Ｎ”

Ｎ’

＼
ａ　　ｄ

Ｎ” Ｎ”

ｈ　　 ｕ　　ｉ　　ａ　　ｄ

（６９９）
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３　長母音の分布

　２重母音を除く長母音の分布は非常に限られている 。長母音は予測不可能なものと ，生起条件

がかなり規則的なものとに分けることができる 。前者は例外的な語彙として，つづり上直接長音

記号
‘＾’

を付して長音であることが示される 。このような語彙ほとんどが［１ ，ｎ，ｒ１のいずれかで終

わる単音節語であるが，若干の語彙は短母音を持つ語彙と対立をなす。このような理由から（３）

に示したように，ウェールズ語では通常母音の長短が示差的とされる 。若干の例を（７）に示して

おく
。

　（７）　　　　ｂａｍ　　　　　　 ‘ｃｒｏｗ’　　　　　ｂｒａｎ　　　　　　
‘ｂ

ｒａｎ
’

　　　　　　ｂｒｏｍ　　　　　 ‘ｂ

ｒｏｗｎ’　　　　ｂｒｏｎ　　　　　 ‘ａ１ｍｏｓｔ ’

　　　　　　 ｔｉ
：ｒ　　　　　　　　　 ‘１ａｎｄ’　　　　　　　ｂ１ｒ（６ツ７）　　　　　 ‘ｓｈｏｒｔ ’

　　　　　　ｄ．ｕ：ｒ　　　　　　 ‘ｗａｔｅｒ’　　　　ｔｏｒ　　　　　　 ‘ｃｒｏｗｄ
’

　　　　　　ｍｅ・１　　　　　　 ‘ｈｏｎｅｙ’　　　　ｆ８１　　　　　　 ‘１ｉｋｅ’

　このような，母音の長短が予測できない例についての扱いについては後に述べるとして，まず

先に予測可能な場合について見てみる。母音の長短については一般の文法書では次のように説明

されることが多い 。

　（８）ａ　単音節語でしかも開音節の母音は長い ，

　　　　　　ｄａ：　　　 ‘ｇｏｏｄ’　　ｄｅ：　　　 ‘ｓｏｕｔｈ’　　ｄ １。　　　　 ‘ｙｏｕ’（ｆａｍ）

　　　ｂ　ただし同じ条件でも次のような１母音からなる語の場合は短い ，

　　　　　 ａ　　 ‘ａｎｄ’　　 ８　　 ‘ｈ
ｅ， ｈｉｍ’　 １　　 ‘ｔｏ’　 ｏ　　 ‘ｆｒｏｍ’　 ｇ　　 ‘ｔｈｅ’

　　　 ｃ　閉音節で［ｂ，ｄ
，ｇ

，ｆ ，ｅ ，Ｘ ，ｓ ，ｖ，６］で終わる語の母音は長い ，

　　　　　　 ｔａ：ｄ　　　 ‘ｆａｔｈ
ｅｒ’　ｂｒａ：ｖ　　　 ‘丘ｎｅ’　　　ｍ１：ｓ　　　 ‘ｍｏｎｔｈ ’

　　　　　　 ｎｅ：ｂ　　　 ‘ｎｏ　ｏｎｅ’　ｂｅ：ｅ　　　 ‘ｗｈａｔ’　　ｈｕ〃　　　　‘ｓｏｗ
’

　　　 ｄ　閉音節でも（・）以外の子音［ｐ ，ｔ ，ｋ
，ｍ，ｐ１で終わる場合母音は短い ，

　　　　　　ｍａｐ　　　 ‘ｍａｐ’　　ｈｅｔ　　　 ‘ｈ
ａｔ’　　　ｋ１ｅｋ　　　 ‘ｇｏｓｓ１ｐ ’

　　　　　　ｄ－１ｍ　　　　‘ｎｏ’　　　　わｇ　　　　
‘ｓｈｉｐ ’

　　　 ｅ　単音節で２個以上の子音が続く場合母音は短い ，

　　　　　　 ｎａｎｔ　　　　　 ‘ｂｒｏｏｋ’　　　
ｐｓｒｅ　　　　　 ‘ｈｅｄｇｅ’　　　 ｔｒ１ｓｔ　　　　　 ‘ｓａｄ ’

　　　　　　ｂｏ）ｒ６　　　　　ｔａｂｌｅ
’

　　　 ｆ　
ｎ，

１，

ｒの前では原則として母音は短い。ただし １， ｕでつづられる［１］に／ｎ，１，ｒ／が続く

　　　　場合には母音は長い ，

　（９）　　　　ｄａｎ　　 ‘Ｄ
ａｎ

’　　
ａｒ　　 ‘ｏｎ’　　 ９ｗｉ ：ｎ　　 ‘ｗｉｎｅ’　　 Ｐｉ：１ひ鮒）　　 ‘Ｐｕｒｅ ’

　（ｆ）の条件について一言付け加えると ，ウェールズ語では［ｉ ：， １１の音はつづり字ではゴ，〃，ツの３

つの文字で表されるがこの内ツで表される音は最終音節とそれ以外の位置で［ｇ１一［。１（またはその長

　　　　　　　　　６）
音形）の交替がおこる 。ところがえ〃 でつづられる［ｉ ：， １１音にはこのような交替はみられず，ま

た最終音節にも起こることができる。従 って最終音節の［ｎ ，１ ，ｒｌの前では［ｉ ：， １１しか起こらない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７００）
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ことになる 。単音節の／ｎ，１，ｒ／の前では［ｇ１は短いということである 。多音節等についての説明

は一般文法書なとではあまりなされていないが，例えはＪｏｎｅｓ（１９７７）では，ｒ単音節語で長い母

音は別の単音節の接辞が付加されると単音節語の場合よりやや短いが通常の短母音よりもやや長

い母音（ｍ．ｄ１ｕｍ１．ｎｇｔｈ）になる」と説明されている 。これからすると音声学的には３段階の長さ

が認められることになるが，以下にみるように音韻論的にはこれは２段階，つまり長短の区別を

認めれば十分である 。

４　ウェールズ語の強勢

　多音節語で長母音が現れる位置は若干の例外をのぞいてｐｅｎｕ１ｔｍａｔｅ に限られる 。しかしなが

らこの長音化を単に位置的な条件によっ てのみ引きおこされる現象であると結論づけることはで

きない。というのは長母音が現れる位置は強勢を受ける位置と密接な関係を持つからである 。具

体的には強勢のない音節では長母音はみられないということがある 。従 って，長母音は強勢の置

かれた音節にのみ現れることから ，基本的には母音の長音化は強勢付与に付随する現象と考えら

れる 。ところがこのことからすぐにすべての長音化が強勢に伴う余剰的な特徴である ，とはいえ

ない。というのは強勢がある音節の母音が必ず長いかといえはそうではなく ，今上でみたような

分即素に関わる条件によっ ては強勢を持ちながら短母音である音節もあるからである 。

　まずウェールズ語の強勢についてみてみると ，この言語の強勢規則は非常に単純である 。多音

節語については語末から２番目 ，つまりｐｅｎｕ１ｔ１ｍａｔｅ に強勢が置かれる 。単音節語を考慮にいれ

れば，語末より最大２音節までで一番左端の音節に強勢が置かれる ，と言える 。通常の発話では

第２強勢や第３強勢など強勢の段階は認められず，結局強勢付与に関しては語末２音節問のフッ
　　　　　　　　７）
トだけが問題となる 。

　（１０　　　　ｄ。色ｎｇｇｏｓ　　　　 ‘ｔｏ　ｓｈｏｗ’　　　ｂａｒ１ｉｓ１ｎ　　　　 ‘ｇｒａｍ　ｏｆ　ｂａｒ１ｅｙ ’

　　　　　　 ｅｇｉｎｏ　　　　　　 ‘ｔｏ　ｓｐｒｏｕｔ’　　　ｐａｓ１ｂｆ１ｒｗｉ６　　 ‘ｐｏｓｓｉｂｉ１ｉｔｙ

，

　音母音化が強勢とは独止した現象と考えられないのは，例えは次のような，強勢規則の例外と

なる語についてもやはり長母音化はｐｅｎｕ１ｔｍａｔｅ ではなく ，強勢を受ける音節に起こるからであ

る。

　（１１）　　　　 ｐｅ０１ｉ　ｎ　　　　 ‘ｋｎｅｅ’　　　　ｍａぴ　　　　　 ‘ｇｒａｎｄｍｏｔｈ
ｅｒ

’

　　　　　　ｉｍｈ６：丑　　　　 ‘ｆａｒ’　　　　　　 １ｗＸｂきｎ　　　　 ‘ａｂｏｖｅ ’

　強勢位置は語彙によっ て固定されているものではないので接尾辞がついたり母音が消去された

りするとそれにともな って自動的に強勢も移動する 。

　（１ａ　　　　 ６：９ｅｄ。　　　 ‘ｈ
ａｒｒｏｗ

’　　 ｏｇ６：
ｄ－ｉ　　　 ‘ｈａｒｒｏｗｓ ’

　　　　　　ｇａ１ｒ　　　　　 ‘ｗｏｒｄ’　　　ｇ６ｙｒｙａｗ　　　ｇｅｙｒｙ色ｄｕｒ　　　ｇｅｙｒｙａｄむ
ｒｏｎ

　ｐｅｎｕ１ｔ１ｍａｔｅ に強勢を持たない例外的な語彙については，つづりにあらかじめ強勢マークをつ

けて示される 。また（５）で示したような複数の音節構造を構成するような音素列に対しては当然

その音節構造にみあ った強勢が付与される 。次の例では（・）の場合は／ｕ／は半母音で子音として

扱われるのに対して，（ｂ）の場合は／ｕ／／ａ／共にそれぞれの音節の核となるので，その場合 ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７０１）



　２００　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４４巻 ・第４ ・５号）

ｐｅｎｕ１ｔｍａｔｅの音節に強勢を受ける
。

（１３　
ａ．　　　　　Ｎ

”

ｇ　ｕ　　ａ　　Ｓ
［Ｗ］

ｂ Ｎ”

ｇ　　ｕ
　　［ｕ］

Ｎ”

Ｎ’

＼
ａ　　　Ｓ

５　重音節化規則

　さて長音化問題であるが，基本的には強勢を持つことが必要条件となるので，多音節語につい

ては後ろから第２音節のみが問題となる 。いいかえれは，第２音節より前にある母音は，母音消

去などの規則が適用されることによっ てさらに右に移る可能性のない限り長音になることは決し

てないわけである 。従 って，常識的には長母音は基本的に音韻規則で導き ，基底では短母音のみ

認めれはいいことになる 。このように考えた場合の問題点の一つは母音の長短だけで対立する語

や同じ環境で長短両方の母音が現れる場合の取り扱いをとうするかである 。

　（１４）　　
ａ．　　 ｔａｎ　　　　　　　　　　‘ｕｎｔ１ｌ，　　　　　　　 ｔａｍ　　　　　　　　　 ‘丘

ｒｅ
，

　　　　　　ｍａｎ　　　　　 ‘Ｐ１ａｃｅ’　　　　ｍａｍ　　　　　 ‘ｓｍａｌ１ ’

　　　　　　ｇｅｍ　　　　　　‘ｊｅＷｅ１ ’‘

　　　　 ９ｅｍ　　　　　　‘９ａｍｅ
’

　　　　　　ｔａ１　　　　　　　　　 ‘ｔａ１１’　　　　　　　　ｔａ：１　　　　　　　　　 ‘ｆｏｒｅｈｅａｄ’

　　　ｂ ．　ｍｉｍ１ ｄ。

　　　　 ‘ｎｉｎｕｔｅ’　　　　ｋｉｎｏ　　　　　　‘ｄｍｎｅｒ

　　　　　　６：ｎｕ　　　　　　ｎａｍｅ　　　　 ‘６ｎｉポ　　　　　‘ｔＯ　Ｗｉｎ

　　　　　　 ｐａｔｒｉ：ｎｅ　　　　　　ｐａｔｔｅｒｎｓ　　　　　ｋｏ）ｎ１ｄ　　　　　　　 ‘ｋ
１ｎ（

ｎ１ｎｇ ’

　（１４ａ）は短音節語，（１４ｂ）は多音節語の例であるが，このような対立がみられる故に通常は

（３）であげたように長母音が音素として設定されるわけである 。しかしながら基本的には長母音

は語末の２音節にしか現れないという「特異性」かつそれ以外の音節に長母音があれはなんらか

の意味でｒ非ウェールズ語」的なものであるというネイティフスピーカーの直感があり ，これを

明示的に示すためには短母音のみを基底形として設定するほうが適当である 。

　ウェールス語に外来語として入 って来る場合，英語からの語彙が圧倒的に多いわけであるが，

この場合はもとの語彙に長母音や二重母音が含まれていれはウェールズ語でも長母音になること

が多く ，ウェールズ語本来の語と対立することもある。もとの語彙のどの特徴を残すかについて

は強勢についてもいえることで ，ｐｅｎｕ１ｔｍａｔｅ 以外の位置に強勢を置いたまま借用されることも

しばしばあるが，このような場合，強勢はｒ借用語」してのｒマーク」付けの機能をはたすとい

える 。

　先にも述べたように表層音声レベルでは強勢が２箇所置かれることはないが，特殊な場合には

例外的にこのようなことが起こる場合もある 。例えは北ウェールス方…１の隠語に，文字通りの逆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０）
読みではないが「逆読み」（Ｂ・・ｋ・１・ｎｇ）と呼ぱれるものがある

。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７０２）



　　　　　　　　　　　　　ウェールズ語の重音節化現象について（三宅）　　　　　　　　　　　　２０１

　（１弓　　　　　　　ｂ ｒ三：ｖ　　　　　→　　　色：ｖｂ ｒ三：　　　　　　 ‘丘ｎｅ ’

　　　　　　ｐ１色ｎｔ　　　　一→）　　ａ．ｎｔｐ１ａ　　　　　　 ‘ｃ ｈ１１ｄ
ｒｅｎ

’

　　　　　　ｐ色ｎｅｄ。　　　
一・→〉　　三ｎｅｄｐ三：　　　　　　‘ｃｕｐｆｕ１ ’

　この場合の長母音の現れる環境はもとの語単位で考える場合と一致し，結局この逆読み規則は

本来の語にあらかじめ強勢および長音化規則が適用された後で適用される ，ｐｏ．ｔ１．ｘｉ。。１な語形

成規則といえる 。従って強勢付与にしろ母音の長音化にしろ，逆読み語ではウェールス語の表層

でのｐｈｏｎｏｔａｃｔｉｃ な制約に違反した音声形が派生されるわけであるが，逆にこれによっ てネイテ

ィブスピーカーとしては「合成語」として他の辞書的な語や通常の派生語句とは異なる ，「特殊

語」としての範曉としてとらえることが可能になると考えられる 。

　多少横道にそれたので本来の強勢，長音化現象の話題にもどれば，問題は強勢が置かれながら

長音化しない場合をとう説明するかにあ ったが，単音節語と多音節語では長母音が起こる環境が

多少異なる 。単音節語と多音節語での長音化にかかわる分節素条件と音節条件一つまりとのよう

な分節素が続くかという条件と子音結合が起こるか否かという条件一をまとめると次のようにな

る。

　（１ｄ

Ｃｏ Ｃ。 Ｃ２

閉鎖音 摩擦音 流音 鼻音

有声 無声 有声
ｆ／ ｅ／五 ｓ／一

語末 Ｌ Ｌ Ｓ Ｌ Ｌ Ｌ Ｓ／Ｌ Ｓ／Ｌ Ｓ

Ｐｅｎｕｌ Ｌ Ｌ Ｓ Ｌ Ｌ Ｓ Ｓ／Ｌ Ｓ／Ｌ Ｓ

（Ｃ＝ 子音，Ｌ＝ 長， Ｓ＝ 短）

　（１わ　　　　 ｎｏミ　　　　　 ‘ｎ１ｇｈｔ’　　　　ｍｅ５１ｒ　　　　　 ‘ｍｅａｓｕｒｅ
’

　　　　　　ｇｗｅ｛　　　　　 ‘ｂｅｔｔｅｒ’　　　　１ａ§ｏｇ　　　　　　‘９１ｚｚａｒｄ’

　　　　　　ｋｉ：丑　　　　　　　　　 ‘ｈａｚｅ１ ’　　　　　　ｄｉ１ａ（１　　　　　　　 ‘ｃ１ｏｔｈ
ｅｓ

’

　（１わは単音節と多音節では／ ｓ／，／呈／の前で母音の長短が異なる例を示したものである 。このよ

うに無声閉鎖音と複数の子音列の前では多音節語でも常に短いなど，／ｓ／／讐／が後続する場合を

除いては語末とｐｅｎｕ１ｔｍａｔｅ では条件がほほ同じであることがわかる 。従 ってこの長音化現象は

位置にかかわらず同じ条件で起こる現象とみなすことができる 。では両者に共通する条件として

はどのようなものを考えればいいであろうか？　まず子音群についての条件を考えてみる 。どち

らの場合も子音が連続する場合には短母音しか現れないが，今この条件を音節を単位にして考え

てみるとｐｅｎｕ１ｔ１ｍａｔｅ では重音節（Ｃ）ＶＣ，語尾では超重音節（Ｃ）ＶＣＣであることがわかる 。と

ころがここで語末の子音を ｅｘｔｒａｍｅｔｒ１ｃａ１と考えると ，この条件はともに重音節となるはかりで

なく ，同じようにｐｅｎｕ１ｔ１ｍａｔｅの開音節と語末の閉音節（Ｃ）ＶＣを同じ開音節として扱うことが

可能になる 。この両者の平行性を示すと次のようになる 。

　（１萄　元の音節構造

　　　 ｐｅｎｕ１ｔ１ｍａｔｅ　　　　語末　　　 ｅｘｔｒａｍｅｔｎｃａ１規則の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適用後

　　　　ＣｏＶ．ＶＸ　　　　　　ＣｏＶ＃　　　　　　　　ＣｏＶ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７０３）



　２０２　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４４巻 ・第４ ・５号）

　　　　ＣｏＶ．ＣＸ　　　　　ＣｏＶＣ＃　　　　　　　ＣｏＶ

　　　　ＣｏＶＣ．ＣＸ　　　　ＣｏＶＣＣ＃　　　　　　ＣｏＶＣ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）
　従ってウェールス語について次のような ｅｘｔｒａｍｅｔｒ１ｃａ１規則を設ける

。

　（１９　Ｃ一＞［ｅｘｔｒａｍｅｔｒ１ｃａ１１／　　　１

　このように考えると基本的にはウェールス語の長音化は強勢を持つ開音節母音の長音化という

極めて自然な現象としてとらえることができる 。ところが先にみたようにこの長音化現象は直ぐ

後ろに続く子音の種類によっ て影響を受ける 。ただ繰り返しというようにこの長音化は強勢にと

もなう限られた位置での現象であるので，長音化は分即素の中身（つまり音素を構成する素性）に

関わる現象とは別に独↓した現象と考えたい。つまりウエールズ語における長音化は基本的には

ｔｍｍｇ　ｓ１ｏｔコアに関わる音韻過程で，分節素条件とは切り離して考える。このような仮定に立

てば長音化規則は次のようになる 。

　¢Ｏ　Ｎｇ　　　　Ｎ
’

　　　　ｌ　　　　　ｌ

　　　 “Ｎ　　　　　“Ｎ

　　　　ｌ　　〈
　　　Ｘ　　　Ｘ　Ｘ　（Ｎは音節核，＊は強勢を持つことを示す）

　この規則を用いれは例えば［ｍｉｍ１ｄ１ ‘ｍｍｕｔｅ
’，

［９６ｍｏｄ１ ‘ｔｏｏ　ｍｕｃｈ’ ［ｔａ：ｄ１ ‘ｆａｔｈ
ｅｒ

’， ［Ｐｉｎｔ１ ‘Ｐｏｎｄ ’

の派生は次のようになる 。

（７０４）
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（２１）

ＸＸ
ｌｌ

ｋａ

ＸＸＸ
ｌｌｌ
ｔ　ａ　ｒ

ＸＸ
ｌｌ

ｋａ

ＸＸＸ
ｌｌ１
ｒｅｇ

規則Ｑ９

ホＮ ”

ＸＸ
ｌｌ

ｋａ

Ｎ’’

ＸＸＸ
ｌｌｌ
ｔ　ａ　ｒ

ホＮ ”

ＸＸ
ｌｌ

ｋａ

Ｎ”　　　　　　規則ＧＤ

ＸＸＸ
ｌｌｌ
ｒｅｇ

Ｎ”

ＸＸＸ
ｌｌ

ｋａ

Ｎ”

ＸＸＸ
ｌｌ

ｔ　ａ　ｒ

Ｎ”

ＸＸＸ
ｌｌ

ｋａ

Ｎ”　　規則Ｇ３

ＸＸＸ
ｌｌ

ｒｅｇ

Ｎ” Ｎ”　　　　　　　　　Ｎ”　　　　　　　　Ｎ
”

規則Ｇ４蝸

　ＸＸＸ
　ｌレ／
　ｋａ 　　ｔａｒ 　　ｋａ 　　 ｒｅｇ

これで音節構造にかかわる長音化は統一的に説明できるが，残る問題は音素に関わる条件とど

のように折り合いをつけるかである 。¢０の規則は本来的であれ，ｅＸｔｒａｍｅｔｒ１Ｃａ１規則の適用の結

果得られたものであれ，開音節であれはすべてその母音を長音化するので，適切な音声形を得る

ためには分節素に関わる条件は逆に毎声閉鎖音なとの前の長母音を短音化する規則を新たに設け

るか，または規則適用に関して適用条件を設ける（基底構造を別の形にするなども含めて）か，いず

れかの手立てが必要となる 。

　　　　　　　　　（７０５）



　２０４　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４４巻 ・第４ ・５号）

　まずＰｅｎｕ１ｔｍａｔｅの条件を考えてみると ，開音節で次の音即の頭子音が無声閉鎖音，［ｓ１，［引
，

の場合原則として短母音が生じ，特定の語彙で［ｎｌ，［１１，［ｒｌの場合にも同様になるわけであるが，

音声学的にいっ てこのような環境で短母音化がおこるとは考えにくいので，結局この分節素は強

勢をもつ開音節の長母音化を阻止する条件となると考えることにする 。無声閉鎖音はそれ自身自

然類をなすが［ｓ］，［一］ ，［ｎｌ， ［１］

，［ｒ］は自然類をなさない。しかし［６］が含まれないことを考える

とすべて歯茎音（ｄｅｎｔａ１・ｌｖｅｏ１・・ｓ）ということになる 。このことから，条件としていわゆる
‘ｃｏｒｏｎａ１ｓｙｎｄ

ｒｏｍｅ’のことが想起されるが，閉鎖音（［ｔ１［ｄ１）は対象外のこともあり ，ここでは

‘パとしてこの類を指定しておくにとどめる 。この長母音化の条件とはならない血声閉鎖音など

は， いいかえれは，とのような環境でも常に短母音が先行するということで，結局

　吻　～　Ｎ　　Ｎ
”

　　　　　〈　　ｌ

　　　　Ｘ　　Ｘ　　Ｘ

　　　　　　　　［似］

という否定の条件を設定しておけば長音化の規則も ，自動的に適用されないことになる 。

　次に単音節語の場合を考えてみる。複数の子音で終わる場合には，母音のすぐ後の子音が何で

あろうと長母音化は起こらず，音節構造が分節素の中身に優先する 。一方１個の子音で終わる場

合は分節素の種類が問題になる。ただ単音即の場合，語末の子音が ｅｘｔｒａｍｅｔｒ１ｃａ１規則の対象に

なるので，特に子音が１個の場合の扱い方をどうするかがひとつのカギになる。今まで述べたよ

うに，ここでは長音化を基本的には音節構造を条件とする音韻変化であると考え，分節素の条件

とは別と考えている 。オートセグメンタル理論では，この両者がまっ たく異なるティアを構成す

る。 従っ て， この構造表示方法を用いれは，上記の異なる条件も ，形式的にもまっ たく異なっ た

レベルでの条件として扱うことができる 。

　この長音化については実はもう一点重要な現象がみられる。それは強勢が置かれる音節の母音

が長音化されない場合には後続する子音が多少長音化されるというものである 。

　¢３　三ｒ：ｅｇ　　　 ‘ＳｔＯｎｅ ’　　　ａｍ：Ｓｅｒ　　　 ‘ｔｍｅ
’

　このことを考慮にいれれは，強勢付与は単なる母音の長音化を引き起こす現象ではなく ，タイ

¢■（ブ）＿“ （ブ）

Ｘ　　Ｘ Ｘ　　Ｘ　Ｘ

鯛　Ｎ
’

　　“Ｎ　Ｎ
’’

　　ｌ　ｌ

　　Ｘ　　Ｘ

　　　　［似］

Ｎｇ

Ｘ　Ｘ　Ｘ

　　＼
　　　　［似］

（ただし［刈 ＝歯茎硬口蓋音と無声閉鎖音）

（７０６）
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ミングスロソトに新たに分節素を挿入することで開音節を重音節に変える規則の適用を引き起こ

す規則と考えるとうまく説明がつく 。つまり ，この新たに加えられた分節素が音節核に加えられ

ると長母音が生じ，歯茎音や毎声閉鎖音が続くとその後続の頭子音に加えられる ，と考えるわけ

である 。この重音節化規則は次の長母音化規則幽と長子音化規則鯛のようにあらわせる 。

　この後，新たに挿入されたＸが音節核Ｎに支配されている場合には自動的に同じ核の音素に

リンクされ，音節尾子音のＮ’節点にある場合には後続の子音（次の音節の頭子音Ｎ”）の音素に連

結される 。また語尾においては子音の長音化は観察されていないが，これは（Ｃ）ＶＣの音節構造

を持つ場合 ｅｘ位ａｍｅｔｒ１ｃａ１規則によっ て一時的に開音節として扱われるため，（１９の規則の適用対

（２ｄ　ｂｉ：ｄ　　　 ‘ｗｏｒ１ｄ ’

Ｎ”

Ｘ　Ｘ　Ｘ

ｌ　ｌ　ｌ

ｂ　 １　ｄ

Ｎ”

Ｘ　Ｘ　Ｘ
ｌ　ｌ　ｌ

ｂ　 １　ｄ

　Ｎ
”

Ｘ　Ｘ　Ｘ　Ｘ
ｌ　ｌ　　　ｌ

ｂ　 １　　　ｄ

　Ｎ
”

Ｘ　Ｘ　Ｘ　Ｘ

ｌ　レ／　ｌ

ｂ　　 １　　　ｄ

ｂｋ

Ｎ’’

Ｘ　Ｘ　Ｘ

ｌ　１　ｌ

｛　ｏ　ｋ

　Ｎ
”

Ｘ　Ｘ　Ｘ
ｌ　ｌ　１

－　 ｏ　ｋ

　Ｎ
”

Ｘ　Ｘ　Ｘ
１　ｌ　１

丑　ｏ　ｋ

　　Ｎ
”

Ｘ　Ｘ　Ｘ
１　ｌ　ｌ

－　ｏ　ｋ

‘・ｈ・・ｐｆ・ｌｄ’　 Ｐ・・ｔ 　‘
ｖ・１１・ｙ ’

　　　Ｎ
”

Ｘ　Ｘ　Ｘ 　Ｘ

ｌ　ｌ　ｌ　ｌ

ｐ　 ａ　 ｎ　ｔ

　Ｎ”　　　　　規則Ｑ９

Ｘ　Ｘ　Ｘ　Ｘ
ｌ　ｌ　ｌ　１

ｐ　 ａ　 ｎ　ｔ

規則Ｇ４

規則Ｇ５／他の規則

（７０７）
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象から除外されることで説明がつく（（Ｃ）ＶＣＣの音節構造を持つ場合はもともと ‘Ｘ’が挿入され

ない）。 ただしメロティーティアについては隣接して音素があるので規則吻の適用条件に関係す

る。

以上の規則に基づけは例えは［ｋ三：ｔａｒ］ ‘ｃｈａ１ｒ，［ｋ色ｒ：ｅｇ］ ‘ｓｔｏｎｅ’の派生は次のようになる 。

¢７）　ｋ三：ｔａｒ　　　　　 ‘ｃｈａ１ｒ’　　　　ｋ色ｒ．ｅｇ　　　　　‘ｓｔｏｎｅ ’

ババ

ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ
ｌｌ　ｌｌｌ　ｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌ
ｍｉｎｉｄｇｏｒｍｏｄｔａｄｐｉｎｔ

Ｎ” Ｎ”　　　　Ｎ”　　　　Ｎ
” Ｎ”

　　Ｎ
”

規則ｑｇ

ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ
ｌｌ　ｌｌｌ　１ｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌ
ｍｉｎｉｄｇｏｒｍｏｄｔａｄｐｉｎｔ

Ｎ” Ｎ”

ＸＸＸＸＸＸ
ｌｌ　ｌｌｌ
ｍｉ　　ｎｉｄ

Ｎ”

ＸＸ

ｍｉ

Ｎ”

Ｎ”

ＸＸＸＸ
ｌｌ　ｌ
ｔａ　　ｄ

Ｎ”　　　　Ｎ”　　　　Ｎ ” Ｎ”

ＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸＸ
ｌｌｌｌ１１１ｌ１１／ｌｌｌｌｌ
ｎｉｄｇｏｒｍｏｄｔａ 　ｄｐｉｎｔ

規則ＧＤ

規則鰍ｃ５

（７０８）



ウェールズ語の重音節化現象について（三宅） ２０７

６　結　　　語

　ウェールス語の母音の長音化現象は，強勢の置かれた音節の核母音が長くなる現象であるが ，

後続する子音の種類によっ てはこの変化は起こらない。この小論では王に，この母音の長音化現

象は強勢付与にともなう重音節化現象の一つで，基本的にはタイミングスロットに関わる変化と

してとらえられること 。その際，分節素条件はメロディースロット上の否定制約として文法で述

べておけば，長音化規則がより一般的なかたちで簡潔に表すことができること ，またこの長音化

は語尾と後ろから２番目の音節で起こるが，ｅｘｔｒａｍｅｔｒｉｃａ１規則を考えることで，統一的に説明

できること ，などを示した。さらにこのような説明には，オートセグメンタル理論の枠組みが都

合がいいことも同時に論じた 。

注

１　Ｃｈｏｍｓｋｙ　ａｎｄ　Ｈａ１１ｅ（１９６８）

２． ただし方言によっ て／ｒａｙｔｒ／， ／ｒａｙｄｒ／両方ともに［ｒ三：ｙＤｒ］と発音され，この場合には長音化規則と

弾音化規則が逆の順序で適用されると考えられる 。この２つの規則は概略次のようにあらわせる 。

　ａ ．Ｖ一〉 Ｖ： ／＿［十Ｖｏｉｃｅ］

ｂ’ ／ｌ一［・１／
マ（マは舘強勢）

３． ウェールズ語はインド ・ヨーロッパ語族の１系統であるＩ屹１ｏ－Ｃｅｌｔｉｃ 語族に属する言語で，この中

のケルト語族は大きく２つのグループに分けられる 。一つはゴイデリッ ク（Ｇ
ｏｉｄｅｌｉｃ またはＱ言語）

　と呼ばれるグループで ，Ｉｒｉｓｈ， Ｓｃｏｔｓ　Ｇａｅ１ｉｃ，Ｍａｎｘ などの言語からなり ，もう一つのグルー プはブリ

　トニッ ク（Ｂｒｙｔｈｏｎｉｃ またはＰ言語）と呼ばれ，これにはＷ
ｅ１ｓｈ， Ｃｏｍｉｓｈ， Ｂｒｅｔｏｎの各言語がある

。

Ｃｏｍ１ｓｈ語はすでに１８世紀には話されなくなっ てしまっ たが，その他の言語も衰退の一途にある 。た

　だウェールズ語やアイルランド語などは，近年の民族的な復興運動や教育省をはじめとする諸行政機

　関の支援政策が効を奏して衰退傾向に一定歯止めがかかったようにもみえるが，なお事態は流動的な

状態にある 。ウェールス語の音声，音韻現象上顕著な特徴としてはケルト語　般にも見られる語頭の

　ミューテーシ ョン現象があるが，それ以外にはあまりウェールズ語固有のきわだ った音韻上の特徴と

　いうものはない 。

４． ［一］はウェールズ語特有の音で無声，摩擦音である 。／１／は常に「明るい１」であるが，語頭で無声

　子音に続く場合にはやや無声化される 。／ｒ／はウェールズ語では ｒｏ１１かＨａｐであるが，歯茎閉鎖音の

　後では摩擦音となる（［ｄ ．１ｕ：
ｄ］ ‘ｄ

ｅａｒ
’， ［ｔ ．１ａｋ］ ‘ｔｒａｃ ｋ’ ）。 また語頭では無声で気音化された［そ］が異音とし

　て現れることがあるが，語中，語尾では有声音のみみららる 。［丁］は前高母音／ｉ／の前にのみ現れ［ｓ］

　と相補分布をなす。破裂音の／ｐ，ｔ，ｋ／は語頭では強い気息を伴うのに対して／ｂ，ｄ，ｇ／は有声気息音

　で母音間を除いては半有声音であるがしばしば完全に無声化される 。この他に英言吾からの借用音とし

　て／ｔＴ／／ｄ３／／ｚ／がある
。

５　 この質的な違いは通常舌の緊張度の差によっ て「張り母音（ｔｅｎｓｅ　ｖｏｗｅ１ｓ）」と「緩み母音（１ａｘ

　ＶｏＷｅ１、）」とに分かれ，以前は［ｔｅｎＳｅ】という素性によっ て区別されていたが，舌の緊張が舌根から前

　方に引 っ張られることによっ て起こるので最近では［ＡＴＲ１（ａｄｖａｎｃｅｍｅｎｔｏｆｔｈｅｔｏｎｇｕｅｒｏｏｔ）とい

　う素性が使われることが多い。英語やウェールズ語だけでなく多くのアフリカの言語にも見られる音

　声特徴である 。

６． ただしこれは南部方言の場合で，北部方言の場合には ‘ｕ ’‘ ｙ’ でつづられる音は［１］か［ｉ：］である 。ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７０９）
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　　た
‘ｙ’でつづられる音は後ろから第２音節より前に来る場合［ｇ］の音になる

。

　７　パラメータ式にいえはフソトは １ｍｔ１ａｌ　ｐｒｏｍｍｅｎｃｅ。ただしハイナリーで右から左ヘフソトを作 っ

　　ても最終的には右端のヘッ ドを残して消去することになる 。

　８ ．ただしこの例では次にふれる強勢や母音の長短の表示は省いている 。

　９ ．方言によっ ては［６：１が現れる場合もある 。

　１０　このＢａｃｋｓ１ａｎｇのデ ーターはＡｗｂｅｒｙ（１９８７）による 。これは形式的には音節の概念を使えは簡潔

　　に記述できる。つまり韻（Ｒｈｙｍｅ）から後の部分（前子音を除いた部分）に後子音を除いた部分を

　　付加することで作ることができる 。

　　　音節構造は通常核の前の前子音（Ｏｎｓｅｔ）と ，核（Ｎｕｃｌｅｕｓ），後子音（Ｏｆｆｓｅｔ）からなる韻

　　（Ｒｈｙｍｅ）というように枝分かれ構造を持つと考えられる 。これは韻が一つの単位として機能すると

　　いうことで，逆にいえば頭子音と核が単位となっ て機能することはないということである。ところが

　　ウェールズ語のこの「逆読み」では核を中心として前の部分，つまり頭子音と ，後ろの尾子音と両方

　　の結びつきが一つの単位となっ ている例で，音節構造を考える上で非常に興味深い 。

　１１音節構造でいえは，語末のＮ’の最後の要素を［ｅｘｔｒａｍｅｔｒ１ｃａ１１にする規則である
。
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